
(｝｝ij紙） ttlす！松人企漿メセナ協議会

1992勺こ）没こ刈I塁 掟 充 たびJ.I叉翌乏日I.i也i

l 9 9 0年l斐に引き続き、 l 9 9 1年度もメセナに関する話題が多くのマス

コミ、楳体に収り」：：げられ、さらに一）罰メセナの知名l．化がifijまるとともに、メ

セナ話動に真剣に取り組む企漿も増え、メセナや社会貢献に関する専門部料、

担当部将を股樅した企漿も 111猷ぎました。当協議会が1••ij行しました『メセナ白

1り』はこれまでの介粟゜）文化支援の実態と側向を数値的に明らかにし多くの問

期9［国を行い、甜た、メセナ大買叫受与によってメセナの在り方を一般にll！解

させ、 1つ叫印を示すことができたことは大変靱義があったと考え甜す。

このような企漿の動向と並んで、 9 1 年度は池方 l~I 治体など地方でのメセナ

ヘ叫具l心がifりまった年てあったともいえ注す。これまでの文化施股佳股といっ

たハード偏l(il0)地方自治（木行政の在り）、］に反省のi1fが裔まり：‘ノフトをどうす

るか、そこに企漿メセナの力をどう取り込むかという「ttiづくりと企業メセナ」

が大きなテーマになってきました。

このようなメセナの広がりの111で、それを取り牲く社会的経済的I閑境は激し

く変化してい当ました。

ソ述のInl壊にともなう国際1iり勢の激変、洲ii1戦争で迅速な勝利をおさめたア

メリカの経済的停鼎、と先行ぎ不逸 1リ！！収が増す一方で、国内での企業の収益悪

化、 ti'i別の飩化という恨気の後退傾向が企漿の歩み出したばかりのメセナ支111

にプレーキをかけるのではないかという疑念もつのりつつあります。それに加

えて、銀行・証券不tI;llTや共和巾件の発闘は社会に対して企漿への不信n名をつ

のらせ、メセナをはじめとする企漿の社会岡iliKii月動が社会からiEしく評価して

もらえない風潮を生みIliしかねない状況も生じました。それだけに、企槃は今

こそ、メセナをはじめとする社会員iIjki占動に真駅に取り糾む姿勢を圃民、 1リ諭

に訴えて行かねばなりません。さいわい、このような厳ししヽJ．閉境下でも、協識

会に加入する企漿数は引続き増加し、 il項汎会員は合わせて 20(）社を大きく」：

回り庄した。このことはメセナが企讃とにとって一過飩のものではなく頂要であ

るとの認識が定梢しつつあることのあらわれと言えると忠い成す。しかしその

反ilii、巣たして企槃の芸術文化への支援が実’質的に Ji(/)JUして行くかどうか厳し

く1!Ilわれることになりそうです。

企漿メセナ協識会の目的は、究柘的には企漿による芸術文化へのメセナ支援

叫広大にあります。 l 9 9 2年1化の当協議会の活動はこのメセナの拡大を可ii怜

にする環境貌備1こ頂点をおき、定例仰l噂のほか税制と肋成仲介を最重要課顕

として取り糾んでまいりたいと考えます。このような観点にたって、次ぎの事

黙及び収支ni•iiii を作成いたしました"
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I. 199 2年度収人nI• I直i
I. I会質収入

l肌12年2月12「l現在、 ii:，会隕は IROM: i160日、咽会員は:rntl:35日となってお

ります。 l992年度の予算編成上の会員獲得l1棉を一応、祈会員10|：l合計1;1数

諏 l二1、tftli会員loll 合叶 l:1 数 45日とし、会1!！収人合lll•13790万円を見込みまし

た。

1. 2.tIr輩収入

メセナ誌の｝｝li布収人 (l99l年度は約15万円）を 80万円、 1月に発行予定の

『メセナ白ilf9 2』の｝｝fi布収人 (l90J年度は『メセナ白書ol』と『ヨーロッ

バのメセナ』の21111で約410万円）を345万円、セミナー等の参加費収人 (J99

1年度は約80万lり を00)iPlと見込んで事漿料収人IiI・ 5 I 5万円としました。

i. 3雑収入その他

受取利息などでl50万円、加木llオ廂受l[UIJ息80万円を見込んでおり成す。

2. ]ll* >lin I• ii!i 

2. 1祁蒙・普及・ill業

2. I. l 会員懇話会

1991年度と同様、通躇総会のあと、会員の親睦と情報交換の場として年

2回l}｝l{ll！いたします。

2, l, 2 定例会

会屈企漿とアーティストや文化団体との相1inl！解の場とする定例会は今

年度は4回（白州フェスティバル、グロープ1:l；、クリスト展、維新派） 1itl 

{il！しました。 l9Y?.年度も同様に年4回程度いろいろな芸術文化に触れる機

会を企ii!iiしてまいります。

2. I轟 3 企漿のメセナ活動を考えるセミナー

介業メセナの企槃経営上の請IHI間を研究する会員lhJけの実務者セミナー

です。 19ol年度はメセナ担当者を対象にメセナ活動の今 [:1的意義と社内で

の雌め方を考えるセミナーを間催し注した" Hl!]2年度も継続実施いたしま

す。これと並行して r企漿のメセナ括動を考えるセミナー・・アートに学

ぶ」シリーズを開佃いたします＂これは、メセナ担当者が業務を推進する

うえで芸術についての栽礎知識をもっことは必嬰不可欠のことから、美術・

抑踊・油劇・音楽の各分野について1}｝]｛il｛するものです。

2“L 4 対芸術1~1 休購 I巫（アート・マネージメント購沌改め）

文化l11（木や文化施設箭l!l!iりなどを対象にアート・マネージメントに関す

る購座の必嬰性を提唱し l!l9 l年3)1と10月に同購座を開催しました。これ
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を契機に11乍年｝襄応大学で日本最初のアー lヽ轡マネージメン 1、ilり座が開設さ

れるなど芸術関連教育機関でこのれl}の購座lり］股の動きが起こっております。

このような動向を期まえ、協識会としてはアート・マネージメントにこだ

わらず、広く芸術l引休に役立つ内容の購限を年2Ihl開催いたします。

2. I. 5 企漿メセナ展（メセナ）•I Illl改め）

国 0年度、国 1年度と実施しましたメセナ）＇lIli]は 1メセナ」の知名度を

闊めるという！輝lの目的を一），t凍たしたと評価し、これを発展解消し 1092

年度は内容を充実した 1ウ企漿メセナ展」のみを1}iliil！いたします。これは日

本及びiリ界各間のメセブ'iili動の現状を具｛本的ケースで紹介：するものです。

2. l. 6 メセナ大会

l993年2月には設立3周年を迎えますので、その記念行市を行います。

2拿 l會 1 1l f望lijし{ili

他のIり］｛木の活動で企漿メセナのi将蒙・ 1岬及1に役立づものがあれば共{Il！で

喫施して成いり注す 0 j 9 91年度は文化パステルとの共催で＂文化フロンティ

ア会識91"を開き NH K教育テレピで放映され注目を集めました。今年度

も＂文化フロンティア会識り 2"を文化パステルとの共催で実施するなどffH母
的に対応してまいります。

1.1. 8 文化サロン（仮称）

文化人・契術家の意見を直接企閑トップが間き、芸術文化や企槃メセナ

に関する両者IIllの鼎かな情報交換とIIl！解を深める場をI}｝］きます。
？食 2liり報集配・（小介glf業

2事 2̀  l メセナ貼

国 1年度をllrtf腿し、年4回の発行を賊木とし成す。なお、現在の内容は

協議会のニュースレター的嬰素とメセナり［究的要素が況在していますので、

これを 1分し、会M向け会叩誌と一般にも参考になる情報研究誌とに分け

て発行することを検肘し紡論が1l1次第それへの移行を 1哭lることに致します。

1. 2. 2 助成仲介

文化団休やアーティスト側は、当協議会の仲介によって1り成実現の件数

が増加することを期待しているものと考えますn 一方、企業側は何にどの

ように支援するのが木当のメセナなのかを試行納糾しているのが現状であ

ります。協議会としましては数多い肋成嬰間及び企漿が主体的に取り上げ

るプログラムのなかから、打識者による渭考委員会で年間数件の活動を洲

び、それを梢栖的に会目企撒に仲介させていただき 、メセナのモデルケー

スを会員企漿とともに作って行くことを検討してまいります。
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2. a訓賓研究1Jr漿

2. a. l メセナ白f!f

『メセナ白札t91』は1店本的には『メセナ白曹91』を踏暉してまいります

が、前年度の訓歯JJitlに加え、各企撒のメセナに対する取り糸11み方に視J訊

をおいたものとし、闊背桔巣の分析を通じて企漿メセナの現状と |lil}姐点を

秤き彫りにしてましヽります。なお、発行は 1)lの予定です。

2. 3. 2 閲l孔tIiJI努： • 

『メセナ l!：[rlt』以外にも協議会として収り糾むぺき調賓研究について検

討してまし＼ります。

2下 4しlji彰9lt輩

Z. t l メセナ大賞

第2lii1メセナ大賞につきましては、 J翡木的には第lli!Iを11m腿してまいりま

す。

1* 5．国際交流巾漿

2. 5. I 洵外iJRi軋

. l !19 l．年）斐は 6月フランス、 llIlオーストリア、 1)1スイスと 3回派遣しま

したが、 1992年度も［い嬰 i;［国際会議には梢極的に参加してまいります。

2. 5. 2 洲外視察I;ll

I !19 2年5月に会何企漿 I・ ップを11i心とした渡米視察liIを派逍いたします。

2. 5. 3 mil内受入れ

1992年秋にはアメリカから日本のメセナ事情を視察する訪日視察団が予

定されております 9) 今後は相且訪間による国際交流を通じてメセナの国際

的辿槻が強まるものと埒え、来l:1関係者の受け入れ体制を整えてまいりま

す。

?,． 6その他

2. 6. l BMI;Il i攻ii:.

当協議会設立当初から())縣案でありますメセナに l~Iする税制上の侵遇措

iiりを政府に求める件については、国0年夏以降専l"］部会で検討を重ね、 19

91年秋に政府へ叫翡案内容の骨格がぎまり注したが、その実現を図るため

に今年度は関係省）「との話し合いに田点を憫き、 1月をめどに改正製望を

成案いたします。
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